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はじめに

• 対象読者, vii ページ

• 表記法, vii ページ

• Cisco UCSの関連ドキュメント, ix ページ

• マニュアルに関するフィードバック, ix ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象
にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのようなGUI要素は、[GUI
要素]のように示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、[メインタイトル]のように示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル
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説明テキストのタイプ

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、このフォントで示しています。

CLIコマンド内の変数は、このフォントで示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイス
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「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。装置の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止策に留意してください。

各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全についての警告

を参照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

Cisco UCSの関連ドキュメント

ドキュメントロードマップ

すべての Bシリーズマニュアルの一覧については、『Cisco UCS B-Series Servers Documentation
Roadmap』（URL:http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc）を参照してください。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

管理用のUCSManagerに統合されたラックサーバでサポートされるファームウェアとUCSManager
のバージョンについては、『Cisco UCSソフトウェア用リリースバンドルコンテンツ』 [英語]を
参照してください。

その他のマニュアルリソース

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLmailto:ucs-docfeedback@cisco.comドキュメント内のフィードバックフォーム
よりご連絡ください。ご協力をよろしくお願いいたします。
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第 1 章

概要

• 概要, 1 ページ

• Cisco UCS Centralユーザマニュアルリファレンス, 1 ページ

概要
このガイドでは、Cisco Unified Computing System（Cisco UCS）とそのキーコンポーネントである
Cisco UCS Manager、および Cisco UCS Centralの概要について説明します。

Cisco UCS Centralユーザマニュアルリファレンス
Cisco UCS Centralに関する次の使用事例ベースのマニュアルをよく読み、Cisco UCS Centralを理
解し、設定してください。

説明ガイド

Cisco UCSインフラストラクチャ、Cisco UCS
Manager、および Cisco UCS Centralの概要が記
載されています。HTML5UIの概要、CiscoUCS
CentralでのCiscoUCSドメインの登録方法、お
よびライセンスのアクティベーション方法が記

載されています。

Cisco UCS Centralクイックスタートガイド

ユーザ管理、通信、ファームウェア管理、バッ

クアップ管理、および Smart Call Homeなどの
管理タスクに関する情報が記載されています。

Cisco UCS Central管理ガイド

パスワード、ユーザとロール、RBAC、
TACACS+、RADIUS、LDAP、SNMPなどの認
証タスクに関する情報が記載されています。

Cisco UCS Central認証ガイド
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説明ガイド

機器ポリシー、物理インベントリ、サービスプ

ロファイルとテンプレート、サーバプール、

サーバのブート、サーバポリシーなどのサーバ

管理に関する情報が記載されています。

Cisco UCS Centralサーバ管理ガイド

ポートとポートチャネル、VSANとvHBAの管
理、ストレージプール、ストレージポリシー、

ストレージプロファイル、ディスクグループ、

ディスクグループ設定などのストレージ管理に

関する情報が記載されています。

Cisco UCS Centralストレージ管理ガイド

ポートとポートチャネル、VLANおよび vNIC
の管理、ネットワークプール、ネットワーク

ポリシーなどのネットワーク管理に関する情報

が記載されています。

Cisco UCS Centralネットワーク管理ガイド

小規模、中規模、大規模の導入でのドメイング

ループのセットアップ、設定、および管理に関

するベストプラクティスが記載されています。

Cisco UCS Central操作ガイド [英語]

Cisco UCS Centralの一般的な問題を解決するの
に役立つ情報が記載されています。

CiscoUCSCentralトラブルシューティングガイ
ド
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第 2 章

Cisco Unified Computing System インフラスト
ラクチャの概要

• Cisco Unified Computing Systemの概要, 3 ページ

• Cisco UCS Managerの概要, 5 ページ

Cisco Unified Computing Systemの概要
図 1：Cisco UCSアーキテクチャ
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CiscoUCSはユニークなアーキテクチャを搭載しており、コンピューティング、データネットワー
クアクセス、およびストレージネットワークアクセスを一元管理できるインターフェイス内の

共通コンポーネントセットに統合します。

Cisco UCSは、アクセスレイヤネットワークとサーバを融合します。この高性能な次世代サーバ
システムにより、高度な負荷アジリティとスケーラビリティを備えたデータセンターが提供され

ます。ハードウェアコンポーネントおよびソフトウェアコンポーネントは、1つの統合ネット
ワークアダプタ上に複数のタイプのデータセンタートラフィックを通過させる、シスコユニファ

イドファブリックをサポートします。

アーキテクチャの単純化

Cisco UCSのアーキテクチャを単純化することにより、必要なデバイスの数を削減し、スイッチ
ングリソースを中央に集中させることができます。シャーシ内部のスイッチング数を抑えると、

ネットワークアクセスレイヤのフラグメンテーションが大きく減少します。Cisco UCSは、ラッ
ク、またはラックのグループでシスコユニファイドファブリックを実装し、10ギガビットシス
コデータセンターイーサネットリンクおよび Fibre Channel over Ethernet（FCoE）リンク経由で
イーサネットおよびファイバチャネルプロトコルをサポートします。この徹底的な単純化によ

り、スイッチ、ケーブル、アダプタ、および管理ポイントが最高 3分の 2に削減されます。Cisco
UCSドメイン内のデバイスはすべて、1つの管理ドメイン下にとどまり、冗長コンポーネントに
よって、ハイアベイラビリティを保ちます。

高可用性

CiscoUCSの管理およびデータプレーンはハイアベイラビリティおよび冗長アクセスレイヤファ
ブリックインターコネクトのために設計されています。さらに、Cisco UCSは、データレプリ
ケーションやアプリケーションレベルのクラスタ処理テクノロジーなど、データセンターに対す

る既存のハイアベイラビリティおよびディザスタリカバリソリューションをサポートします。

拡張性

単一のCiscoUCSドメインは、複数のシャーシおよびそれらのサーバをサポートします。それらは
すべて、1つのCisco UCS Managerを介して管理されます。スケーラビリティの詳細については、
シスコの担当者にお問い合わせください。

消費

Cisco UCSドメインは、データセンターのコンピューティングリソースを、急速に変化するビジ
ネス要件にすばやく合せることができます。このような柔軟性の組み込みは、ステートレスコン

ピューティング機能をすべて実装するかどうかの選択により決まります。サーバと他のシステム

リソースで構成されるプールを必要に応じて適用することにより、負荷の変動への対応、新しい

アプリケーションのサポート、既存ソフトウェアやビジネスサービスのスケーリング、スケジュー

ルされたダウンタイムとスケジュールされていないダウンタイムへの対応が可能となります。最

小限のダウンタイムでサーバ間を移動でき、追加のネットワーク設定が必要のないモバイルサー

ビスプロファイルに、サーバの IDを抽出できます。このようなレベルの柔軟性により、サーバ
の容量を迅速かつ容易に増減させることができます。このときサーバの IDを変更したり、サー
バ、LAN、または SANを再設定する必要はありません。メンテナンスウィンドウでは、次の操
作をすばやく行うことができます。
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•新しいサーバを導入して、予測していなかった負荷要求に対応し、リソースとトラフィック
のバランスを調整する。

•あるサーバでデータベース管理システムなどのアプリケーションをシャットダウンし、I/O
容量とメモリリソースを拡張した別のサーバでこれを再度起動する。

サーババーチャライゼーションに向けた最適化

Cisco UCSは、VM-FEXテクノロジーを実装するために最適化されています。このテクノロジー
は、より優れたポリシーベースの設定とセキュリティ、会社の運用モデルとの適合、VMwareの
VMotionへの順応など、サーバ仮想化に対してより優れたサポートを実現します。

Cisco UCS Manager の概要
Cisco UCS Managerは、ファブリックインターコネクト上の組み込みソフトウェアで、Cisco UCS
システムのすべてのコンポーネントを完全に設定および管理する機能が備わっています。この設

定情報は2台のファブリックインターコネクト間で複製され、この重要な機能の高可用性ソリュー
ションを提供します。単純な作業を行うために UCS Managerにアクセスする最も一般的な方法
は、Webブラウザを使用して JavaベースのGUIを開くことです。システムに対してコマンドライ
ンまたはプログラムによる操作を行うために、コマンドラインインターフェイス（CLI）とXML
APIもシステムに含まれています。

Cisco UCS Managerの GUIでは、ロールベースアクセスコントロール（RBAC）が提供され、シ
ステムオブジェクトに対するきめ細かい管理権限を複数のユーザレベルに許可することができま

す。システム内に作成できる任意の組織構造に対応するロケールに基づいて、ユーザのアクセス

をシステムの特定の部分に制限できます。ユーザを各自のアクセスレベルや専門領域に基づい

て、「ストレージ管理者」、「サーバ機器の管理者」、または「読み取り専用」のように分類す

ることもできます。RBACを使用すると、Cisco UCS Managerの GUIの包括的な機能を柔軟かつ
安全な方法で、組織内の複数のユーザやチームの間で適切に共有できます。

Cisco UCS Managerには、すべてのソフトウェアおよびハードウェアコンポーネントに対する統
合管理機能が組み込まれています。Cisco UCS Managerのインスタンスとコンポーネントはすべ
て、Cisco UCS Managerを使ってドメインから管理します。Cisco UCS Centralでは、複数の Cisco
UCSドメインを導入している組織向けに集中型のユーザインターフェイスが用意されています。
これにより、数千台のサーバで構成される、グローバルに分散した複数の Cisco UCSドメインを
管理できます。Cisco UCSCentralはCisco UCSManagerと連携して動作し、プール、ポリシー、お
よびファームウェアのグローバル設定機能を提供します。
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第 3 章

Cisco UCS Central の概要

• Cisco UCS Centralの概要, 7 ページ

Cisco UCS Centralの概要
Cisco UCS Centralは、拡大するCisco UCS環境を対象としたスケーラブルな管理ソリューションで
す。CiscoUCSCentralでは、単一の管理ポイントから標準化、グローバルポリシー、およびグロー
バル IDプールを使用して複数の Cisco UCSドメインを簡単に管理できます。Cisco UCS Central
は、単一の UCSドメインをポリシー手動で管理するCisco UCS Managerを置き換えるものではあ
りません。代わりに Cisco UCS Centralでは、世界中に分散する多数の個別 Cisco UCSクラシック
およびミニ管理ドメインを対象とした、グローバルレベルでのUCSドメインの管理と監視に重点
を置いています。

Cisco UCS Centralでは、次の機能を使用してクラシック、ミニ、または混合 Cisco UCSドメイン
を個別またはグループで管理できます。

•すべての Cisco UCSコンポーネントが含まれる集中型インベントリ。インフラストラクチャ
全体の明確に把握し、現行 Information Technology Infrastructure Library（ITIL）プロセスとシ
ンプルに統合できます。

•集中型のポリシーベースファームウェアアップグレード。自動スケジュールに従って、ま
たはビジネスワークロードの要求に応じて、アップグレードを一括または選択して適用でき

ます。

•グローバル IDプール。IDの競合を解決します。

•グローバル管理ポリシー。Cisco UCSドメインのグローバル管理とローカル管理の両方を有
効にします。

•高度なデータセンター管理フレームワークとの統合を容易にするため、Cisco UCS Manager
APIに基づいて構築された XML API。

•登録済み Cisco UCSドメインのさまざまなエンドポイントを管理するリモート管理。
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Cisco UCS Centralでは、APIなど、Cisco UCS Managerのローカル管理機能が変更または低下する
ことはありません。これにより、Cisco UCS Centralが導入されていない場合と同様の方法でCisco
UCS Managerを使用できます。また、既存のサードパーティ統合は変更せずに引き続き動作でき
ます。

Cisco UCS Centralの機能
Cisco UCS Centralの管理機能の一覧と簡単な説明を次の表に示します。

新機能の完全な一覧については、Cisco UCS Centralのリリースノートを参照してください。（注）

説明機能

CiscoUCSCentralは、すべての登録済みCiscoUCSコンポー
ネントがドメイン別に編成されたグローバルインベントリ

をカスタマイズ可能な更新スケジュールに基づいて自動的

に作成します。またXMLインターフェイスからインベン
トリに直接アクセスできる機能により、ITILプロセスとの
統合をさらに容易にします。

一元化されたインベントリ

Cisco UCS Centralでは、グローバル障害サマリーパネル
で、すべてのCisco UCSインフラストラクチャのステータ
スと、ドメインおよび障害タイプ別の障害サマリーを表示

できます。また、個々の Cisco UCSManagerドメインを表
示できるため、障害の詳細情報を確認し、問題解決にかか

る時間を短縮できます。障害をさらに詳しく分析すること

で、状況に基づいて UCS Managerを利用でき、シームレ
スに統合された可視性と容易な分析、管理の実現感が得ら

れます。

一元化された障害のサマリ

Cisco.comからCiscoUCSCentral内のファームウェアライブ
ラリにファームウェア更新を自動的にダウンロードできま

す。その後、業務上の要件に基づき、自動ファームウェア

更新を一括または選択的に実行するようスケジュール設定

します。ファームウェアを一元的に管理することで、IT
標準へのコンプライアンスが確実になり、リソースの再展

開（プロビジョニング）を簡単な操作で行えるようになり

ます。

一元化された、ポリシーベースの

ファームウェアアップグレード
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説明機能

Cisco UCS Centralは、IDの競合を排除し、ソフトウェアラ
イセンスのポータビリティを実現します。Universal User
ID（UUID）、MACアドレス、IPアドレス、ワールドワ
イド名（WWN）など、すべての IDのグローバルプール
からの割り当てを一元化し、リアルタイムで ID使用の状
態を把握できます。サーバ ID情報を一元化することで、
任意の場所にある Cisco UCSドメイン間でサーバ IDを移
動し、既存のワークロードをリブートして新しいサーバで

実行させることが簡単になります。

グローバル IDプール

Cisco UCS Centralでは、ドメイングループとサブグループ
を作成するオプションを提供することで、ポリシー管理が

簡素化されます。ドメイングループは Cisco UCSドメイ
ンを任意にグループ化することができ、システムを地理的

または組織的なグループの編成に使用できます。各ドメイ

ングループには、最大 5つのドメインサブグループレベ
ルを使用できます。これにより、多数のCiscoUCSドメイ
ンを管理するときにポリシー例外を管理できます。各サブ

グループと親ドメイングループとの間には階層関係があ

ります。

ドメイングループ

Cisco UCS Centralでは、グローバル管理ポリシーによりコ
ンプライアンスと従業員の効率性を確保できます。グロー

バルポリシーはドメイングループレベルで定義され、日

付/時刻およびユーザ認証から機器の電力およびシステム
イベントログ（SEL）のポリシーまで、インフラストラク
チャ内のあらゆるものを管理できます。

グローバル管理ポリシー

Cisco UCS Centralのグローバルサービスプロファイルとテ
ンプレートにより、短期間での簡素化されたインフラスト

ラクチャの展開が可能になり、社内全体での設定の整合性

が実現します。この機能を使用すれば、ハイパーバイザに

よって仮想化ワークロードモビリティが実現されるのと

同じ方法で、グローバルベアメタルワークロードモビリ

ティが実現されます。

グローバルサービスプロファイルと

テンプレート

Cisco UCS Centralの自動バックアップ機能により、登録済
みCisco UCSドメインとUCS Central設定の設定情報が迅速
かつ効率的にバックアップできるようになります。

バックアップ
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説明機能

すべてのCisco UCSソリューションと同様に、Cisco UCS
Centralは単一障害点が発生しないように設計されていま
す。Cisco UCS Centralソフトウェアのハイアベイラビリ
ティにより、アクティブCisco UCS Centralが応答しない場
合に自動的にフェイルオーバーするハートビートを使用す

るアクティブスタンバイモデルを使用して、Cisco UCS
Centralを実行できます。

高可用性

CiscoUCSCentralはCiscoUCSManagerと同様に、既存の管
理フレームワークおよびオーケストレーションツールとの

インターフェイスに高度な業界標準XMLAPIを採用してい
ます。Cisco UCS Central SoftwareのXMLAPIはCisco UCS
Managerの XML APIと似ており、高いレベルでの管理マ
ネージャとの統合が非常に早く実現できます。

XML API

Cisco UCS Centralでは、登録済みCisco UCSドメインのさ
まざまなエンドポイントを1つの管理ポイントから管理で
きます。シャーシ、サーバ、ファブリックインターコネク

ト、およびファブリックエクステンダをCisco UCS Central
GUIまたはCLIから管理できます。また、CiscoUCSCentral
から、登録された UCSドメインのテクニカルサポート
ファイルにアクセスすることもできます。

リモート管理

Cisco UCS Central HTML 5 UI の概要
Cisco UCS Central HTML 5ベースのユーザインターフェイスは、管理のための柔軟性とタスク
ベースの使いやすさを備えています。

ダッシュボードでは、システムのコンポーネントの簡単な概要が示されます。頻繁に使用するコ

ンポーネントを固定表示して、運用要件に合わせてダッシュボードをカスタマイズできます。ダッ

シュボード上のオブジェクトをクリックすると、システム内の関連ページに移動できます。

HTML5 UI の使用

ダッシュボード

ダッシュボードウィジェットを固定表示して、組織の要件に合わせてダッシュボードをカスタマ

イズできます。次に、管理タスクを実行するための基本的なダッシュボードの構造とナビゲーショ

ンアイコンについて説明します。
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説明品目

[テーブルの参照]アイコン。クリックすると、[ドメイン]、[ファ
ブリックインターコネクト]、[サーバ]、[シャーシ]、[FEX]、[ハー
ドウェアコンポーネント]、[vLAN]、[vSAN]、[サービスプロファ
イル]、[テンプレート]、[プール]、[ポリシー]、[スケジュール]、
[IDユニバース]、[タグ]などシステム内の物理および論理インベン
トリに関連付けられたエンティティが表示されます。 こ

れらのエンティティのいずれかをクリックすると、関連ページが

開いて、詳細が表示されます。

1

[組織ナビゲーション]アイコン。クリックすると、システム内の
組織ルートとその他のサブ組織が表示されます。ルートまたはサ

ブ組織をクリックすると、選択した組織の詳細ページを表示でき

ます。

2
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説明品目

[ドメイングループナビゲーション]アイコン。クリックすると、
システム内のドメイングループルートとその他のドメイングルー

プが表示されます。ドメイングループをクリックすると、詳細ペー

ジを表示できます。

3

ダッシュボードウィジェット。このダッシュボード上に任意の

ウィジェットを固定表示できます。ウィジェット上にマウスを移

動すると、ウィジェットのメニューバーで他のオプションが有効

になります。

4

検索バー：「何をお探しですか?（What are you looking for?）」の
文字が表示されます。次を実行できます。

•エンティティタイプを選択してから、システム内のエンティ
ティを名前で検索します。検索文字列が指定されていない場

合は、すべてのエンティティが返されます。

•場所とステータスで検索結果を絞り込みます（該当する場
合）。

•検索結果に表示されるエンティティをクリックして、新しい
ページに詳細を表示します。

5

[プロファイル設定]アイコン。 [ユーザ設定]および[パスワードの
変更]を起動する場合にクリックします。 このページでは、[へス
ワードの変更 ]、[ダッシュボードのデフォルトへのリセット ]、お
よび [最初の起動エクスペリエンスの表示 ]を実行できます。

6

[システムアラート]アイコン。クリックすると、[保留中のアクティ
ビティ]、[システム障害]、[ドメイン障害]、[イベント]、[監査ロ
グ]、[コアダンプ]、および[内部サービス]を表示してナビゲート
します。

7

[システムツール]アイコン。クリックすると、[ファームウェア管
理]、[バックアップと復元]、[エクスポートとインポート]、[テク
ニカルサポート]、[イメージライブラリ]、[ドメイン管理]、[ハー
ドウェア互換性レポート]、[Unified KVM Launcher]、[アクティブ
なセッション]、および[ロギングセッションの開始]を表示してナ
ビゲートします。

8

[システム設定]アイコン。クリックすると、[システムプロファイ
ル]、[システムポリシー]、[ユーザ]、[認証]、[SNMP]、[SmartCall
Home]、および[ライセンス]を表示してナビゲートします。

9
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説明品目

[ヘルプ]アイコンオンラインヘルプにアクセスする場合にクリッ
クします。

10

ログアウトアイコン。クリックすると、アクティブなCisco UCS
Centralセッションからログアウトします。

11

アクションバー：「何をしようとしていますか?（What do you
want to do?）」の文字が表示されます。ここから、新規作成、ス
ケジューリング、インストール、エクスポート、およびインポー

トができます。

•使用可能なアクションを表示するには、ドロップダウン矢印
をクリックします。

•タスクを選択するか、またはアクションバーにタスクを入力
します。

•タスクを実行するにはダイアログボックスを起動します。

12

タブナビゲータ。開いているタブ間を移動したり、すべてのタブ

を同時に閉じることができます。

13

ダッシュボードウィジェットライブラリアイコン。クリックす

ると、使用可能なウィジェットが表示されます。ウィジェットを

クリックするとダッシュボードにピン留めされます。

14

更新アイコン。クリックすると、ピン留めされたウィジェットま

たはテーブルページの情報がすべて更新されます。

15

ウィジェットメニューダッシュボードのウィジェット内から、次

のことを実行できます。

•このウィジェットに表示された情報を更新する。

•ダッシュボードからこのウィジェットの固定表示を解除す
る。

•この操作に関する詳細ページを開く。

16

ダッシュボードウィジェット

ダッシュボードウィジェットを使用して、運用上の要件に基づいてダッシュボードをカスタマイ

ズすることができます。Cisco UCS Centralには、次のタイプのウィジェットが含まれています。
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デフォルトのウィジェット

デフォルトのウィジェットは、ダッシュボードのウィジェットライブラリにリストされています。

ダッシュボードにウィジェットをピン留めするには、ウィジェットライブラリをクリックします。

ウィジェットライブラリには、次のウィジェットが含まれています。

• [UCSCentralへようこそ。]：CiscoUCSCentralを開始するための導入に関するリンクおよびビ
デオが表示されます。

• [UCS Centralの基本]：Cisco UCS Centralの基本概念とフローが表示されます。

• [ライセンス]：ライセンスの総数とそのステータスが表示されます。

• [バックアップと復元]：現在のバックアップと復元のステータスが表示されます。

• [設定のエクスポートとインポート]：現在の設定のエクスポートとインポートのステータス
が表示されます。

• [ファームウェア管理]：スケジュールされたファームウェア更新ジョブの総数が表示されま
す。

• [インベントリステータス]：ドメイン、FI、サーバ、シャーシ、およびFEXの数と、全体的な
ステータスが表示されます。

• [IDユニバース]：使用可能な、または競合しているIDの数が表示されます。

• [システム障害]：上位4つの重大度のシステム障害の数が表示されます。

すべてのシステム障害の[障害ログ]ページを表示するには、[展開]アイコンをクリックしま
す。事前に選択した重大度のシステム障害を確認するには、障害のアイコンをクリックしま

す。

• [ドメイン障害]：上位4つの重大度のドメイン障害の数が表示されます。

すべてのドメイン障害の[障害ログ]ページを表示するには、[展開]アイコンをクリックしま
す。事前に選択した重大度のドメイン障害を確認するには、障害のアイコンをクリックしま

す。

• [保留中のアクティビティ]：保留中のアクティビティが表示されます。ユーザの確認応答が
必要な場合もあります。

• [ドメイン]：Cisco UCS Centralに登録された現在のドメイン数が表示されます。

テーブルサマリーウィジェット

テーブルサマリーウィジェットには、以下に関する項目の総数とステータスが表示されます。

•ドメイン

•ファブリックインターコネクト

•サーバ

•シャーシ

• FEX
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•サービスプロファイル

最大2つのステータスバーを表示でき、上位4つのエラーが各ステータスバーに表示されます。

テーブル全体を表示するには、[展開]アイコンをクリックします。

詳細なインスタンスサマリーウィジェット

詳細なインスタンスサマリーウィジェットには、全体的なステータスと障害のサマリーが表示さ

れます。次のインスタンスのウィジェットを作成するには、ピンアイコンをクリックします。

•ドメイン（Domain）

•ドメイングループ（Domain Group）

•組織

•ファブリックインターコネクト

•サーバ

•シャーシ

• FEX

•サービスプロファイル

インスタンスページ全体を表示するには、[展開]アイコンをクリックします。事前に選択した重大
度の障害ウィンドウを確認するには、障害のアイコンをクリックします。

インスタンスショートカットウィジェット

ショートカットウィジェットでは、ポリシーまたはテンプレートの特定のインスタンスへの読み

取り専用リンクが作成されます。ウィジェットを作成するには、インスタンスでピンアイコンを

クリックします。

ダッシュボードへのテーブルサマリーウィジェットの追加

手順

ステップ 1 [Search]アイコンをクリックして、次のいずれかを選択します。

•ドメイン

•ファブリックインターコネクト

•サーバ

•シャーシ

• FEX

•サービスプロファイル
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ステップ 2 表示されるテーブルページで、[ピン]アイコンをクリックします。

ステップ 3 [ダッシュボード]リンクをクリックして、新規ウィジェットを表示します。

ダッシュボードへのインスタンスサマリーウィジェットの追加

手順

ステップ 1 [検索]アイコンをクリックして、次のいずれかを選択します。

•ドメイン

•ファブリックインターコネクト

•サーバ

•シャーシ

• FEX

•サービスプロファイル

ステップ 2 インスタンスをクリックします。

ステップ 3 表示されるインスタンスページで、[Pin]アイコンをクリックします。

ステップ 4 [ダッシュボード]リンクをクリックして、新規ウィジェットを表示します。

タブナビゲータ

タブナビゲータはすべての画面上に表示され、開いているタブをすばやくナビゲートできます。

複数のタブを一度にすべて閉じることもできます。

タブナビゲータの使用

手順

ステップ 1 タブバーで、右端のドロップダウンをクリックします。

現在開いているすべてのタブのリストが表示されます。

ステップ 2 ナビゲート先のタブを選択するか、または[すべてのタブを閉じる]を選択してタブをすべて閉じま
す。

[ダッシュボード]タブを閉じることはできませ
ん。

（注）
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共通のユーザインターフェイスオプション

次の表では、ユーザインターフェイスオプションについて説明します。

説明ラベルアイコン

直近に行われた変更を確認します。確認応答あり

選択したハードウェアを再起動する権限をCisco UCS Centralに付与
します。

再起動の確認

選択した設定を追加します。追加

構成した設定を適用します。適用

システムの物理的および論理的インベントリエンティティを表示し

ます。

テーブルの参

照

ダッシュボードウィジェットにアクセスします。ダッシュボー

ド

選択した項目を削除します。削除

登録されたすべてのドメインを検索します。ドメイング

ループナビ

ゲーション
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説明ラベルアイコン

[イメージライブラリ]から選択したイメージをダウンロードし、イ
ンポートします。

選択したイ

メージのダウ

ンロードとイ

ンポート

テーブル内のデータを*.csv（カンマ区切り）ファイルとしてダウン
ロードします。

CSVファイル
のダウンロー

ド

テーブル内のデータを*.pdf（AdobePDF）ファイルとしてダウンロー
ドします。

PDFファイル
のダウンロー

ド

テーブル内のデータを*.xls（Microsoft Excel）ファイルとしてダウ
ンロードします。

XLSファイル
のダウンロー

ド

テーブルビューを2つのビューに分割します。デュアルテー

ブルビュー

選択した項目を編集します。編集

選択した項目のサブメニューを起動します。ラウンチ

組織とそのサービスプロファイル、テンプレート、プール、ポリ

シー、および許可されたvLANにアクセスします。
組織ナビゲー

ション

ウィジェットをダッシュボードにピン留めします。ピン留め

パスワードや設定などのユーザ設定を行います。プロファイル

の設定
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説明ラベルアイコン

Cisco UCS ManagerドメインをCisco UCS Centralに登録します。ドメインの登

録

ハードウェア互換性リストレポートを再実行します。レポートの再

実行

サービスプロファイルが割り当てられたIDを手動でリセットしま
す。

リセット

サービスプロファイルのURLをコピーします。他のユーザにリンク
を送信すると、同じビューが開きます。他のユーザはビューを探す

必要はありません。

タブの共有

システムアラートメニュー、ログ、障害、コアダンプ、内部サービ

ス、イベント、および保留中のアクティビティにアクセスします。

システムア

ラート

システムレベル時にシステム設定メニューにアクセスします。他の

ビューでは、設定メニューは状況に依存します。

システム設定

特定の機能のグループに割り当てるように項目をタグ付けします。タグ

システムレベル時にシステムツールメニューにアクセスします。他

のビューでは、ツールメニューは状況に依存します。

Tools

Cisco UCS ManagerドメインをCisco UCS Centralから登録解除しま
す。

ドメインの登

録解除

オブジェクトに関連付けられたデータを表示する表が開きます。表の使用
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HTML5 UI の動作と設計の変更

Cisco UCS M シリーズモジュラサーバの廃止について

CiscoUCSMシリーズモジュラサーバは廃止されており、CiscoUCSCentralリリース 1.5でサポー
トされません。

機能サポート

Cisco UCS Central HA構成用の RDMベースの共有ストレージは、Cisco UCS Centralリリース 1.5
でサポートされなくなりました。

旧式のフラッシュベースユーザインターフェイスで使用可能な以下の機能は、現在のところ

HTML5ユーザインターフェイスではサポートされていません。

•ポリシーのインポート

•しきい値ポリシー

• Statistics

CiscoUCSCentralリリース1.4(1a)以降のリリースで導入された機能はすべて、HTML5ユーザイ
ンターフェイスでのみ使用できます。

（注）

設計に基づく動作の変更

•サービスプロファイルを作成する前に、グローバルサービスプロファイルテンプレートを
作成する必要があります。

• vNICおよび vHBA配置はインターフェイス配置と呼ばれるようになりました。

•登録ポリシーはドメイングループ資格ポリシーと呼ばれるようになりました。

• ID範囲資格ポリシーは ID範囲アクセスコントロールポリシーと呼ばれるようになりまし
た。

• ID範囲アクセスコントロールポリシー用として認定された IPアドレスは存在しません。

• Cisco UCS Centralで使用できるオプションは、構成エクスポート（all-config）とバックアッ
プ（full-state）だけです。config-logicalや config-systemなどの他のバックアップタイプはサ
ポートされません。
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第 4 章

Cisco UCS Manager の使用

• Cisco UCSドメインおよびCisco UCS Central, 21 ページ

• Cisco UCS Centralと Cisco UCSドメインでのポリシー, 27 ページ

• ドメインおよびドメイングループ, 36 ページ

• ドメイングループ資格ポリシー, 38 ページ

• 組織, 38 ページ

Cisco UCSドメインおよびCisco UCS Central
Cisco UCS Centralは、1つまたは複数のデータセンターでの複数の Cisco UCSドメインの集中管理
機能を実現します。CiscoUCSCentralは、増大するCiscoUCS環境にスケーラブルな管理ソリュー
ションを提供するために Cisco UCS Managerを使用します。

Cisco UCS Centralでは、APIなどのCisco UCS Managerのすべてのローカル管理機能を低減または
変更しません。これにより、Cisco UCS Centralを使用する以前と同じ方法でCisco UCSManagerの
使用を継続できます。また、既存のすべてのサードパーティ統合は変更せずに引き続き動作する

ことができます。

Cisco UCSドメインの登録

Cisco UCS Centralから Cisco UCSManagerを管理するには、Cisco UCS Centralに Cisco UCSドメイ
ンを登録します。Cisco UCSドメインは、ドメイングループの一部またはグループ化されていな
いドメインとして登録できます。ドメイングループがある場合、ドメイングループのすべての登

録済みドメインは、共通ポリシーなどの設定を共有できます。

完全修飾ドメイン名（FQDN）または IPアドレスを使用して、Cisco UCS CentralにCisco UCSドメ
インを登録できます。
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CiscoUCSCentralを使用した初期登録プロセス中は、すべてのアクティブなCiscoUCSManager
GUIセッションが終了します。

（注）

Cisco UCS Centralでドメインを登録する前に、次の手順を実行します

• Cisco UCS Managerと Cisco UCS Centralを確実に同期させるために、双方で NTPサーバおよ
び正しいタイムゾーンを設定します。Cisco UCSドメインと Cisco UCS Centralの時刻と日付
が同期されていないと、登録に失敗することがあります。

• CiscoUCSCentralのホスト名または IPアドレスを取得します。CiscoUCSCentralとCiscoUCS
Managerの両方に同じホスト名を使用できません。スタンドアロンモードの場合、各VMの
IPアドレスを使用します。クラスタモードでセットアップする場合は仮想 IPアドレスを使
用します。

シスコでは、常に完全修飾ドメイン名（FQDN）を使用してCisco UCSドメイ
ンを登録することを推奨します。

（注）

• Cisco UCS Centralを展開したときに設定した共有秘密を取得します。

（注） •ドメイン名を使用して Cisco UCSドメインを登録する場合は、Cisco UCS Managerによっ
て別の IPアドレスに正常に移行できます。

IPアドレスを使用して Cisco UCS Centralに Cisco UCSドメインを登録する場合は、Cisco
UCS Managerによって使用される IPアドレスを変更または交換することはできません。
IPアドレスを変更または交換する必要がある場合は、CiscoTACにお問い合せください。

• Cisco UCS Managerの GUIまたは CLIを使用して、Cisco UCSドメインを登録または登録
解除できます。

• Cisco UCS Centralが RHEL 7.2 KVMに導入される場合は、初めて Cisco UCSドメインを
登録する際に、set regenerate yesコマンドを使用して証明書を再生成する必要がありま
す。

•登録されたCisco UCSドメインでCisco UCS Centralからのラウンドトリップが 300ミリ秒
以上遅延する場合、CiscoUCSドメインのパフォーマンスに影響する可能性があります。

• Cisco UCSCentralからCisco UCSドメインの登録を解除すると、グローバルサービスプロ
ファイルは Cisco UCS Managerのローカルサービスプロファイルになります。
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Cisco UCS Centralで登録する前に、Cisco UCS Managerをリリース 2.1(2)以降にアップグレー
ドする必要があります。リリース 2.1(2)より前のバージョンの Cisco UCS Managerで登録しよ
うとすると、登録は失敗します。

警告

Cisco UCS Centralでの Cisco UCSドメインの登録

はじめる前に

NTPサーバを設定し、Cisco UCS Managerと Cisco UCS Centralの両方で正しいタイムゾーンを設
定します。

Cisco UCS Centralホスト名を使用して登録する場合は、DNSサーバも設定する必要があります。
Cisco UCS Managerと Cisco UCS Centralの両方用に、DNSレコードが適切に作成され、DNS設定
が有効になっている必要があります。

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。で、「RegisterDomain toUCSCentral」と入力して、
Enterキーを押します。

ステップ 2 [UCS Centralへのドメイン（Domain to UCS Central）]ダイアログボックスの [基本（Basic）]タブ
で、Cisco UCSドメインのホスト名または IPアドレス、ユーザ名、パスワードを入力します。

ステップ 3 Cisco UCSドメイン用に選択した形式をサポートする Cisco UCS Centralのネットワークインター
フェイスを選択します。

次の組み合わせがサポートされます。

Cisco UCS Central
ホスト名

Cisco UCS Central
IPv6

Cisco UCS Central
IPv4

サポート対象外サポート対象外対応Cisco UCS Manager IPv4

対応対応サポート対象外Cisco UCS Manager IPv6

対応対応対応Cisco UCS Managerホスト名

ステップ 4 [ポリシー解決の制御（Policy Resolution Control）]タブで、ポリシー解決を Cisco UCS Manager内
でローカルに行うか、Cisco UCS Centralによってグローバルに制御するかを選択します。

CiscoUCSCentralのポリシー解決オプションは、すべてのバージョンのCiscoUCSManager
でサポートされていません。お使いの Cisco UCS Managerバージョンが、サポートされ
ている中で最も古いリリースよりも古い場合は、ポリシー解決画面に、値がグローバル

として表示されることがあります（適用できない場合でも）。

（注）
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説明サポートされて

いる中で最も古

いリリース

名前

機能カタログとインフラストラクチャファームウェア

ポリシーを、CiscoUCSManagerのローカルで定義する
か、または Cisco UCS Centralから取得するかを決定し
ます。

2.1(2)インフラストラクチャ

&カタログファーム
ウェア

タイムゾーンと NTPサーバの設定を、Cisco UCS
Managerのローカルで定義するか、または Cisco UCS
Centralから取得するかを決定します。

2.1(2)タイムゾーン管理

HTTP、CIM XML、Telnet、SNMP、Webセッション制
限、および管理インターフェイスモニタリングポリ

シーの設定を、CiscoUCSManagerのローカルで定義す
るか、または Cisco UCS Centralで定義するかを決定し
ます。

2.1(2)通信サービス

グローバル障害ポリシーを、CiscoUCSManagerのロー
カルで定義するか、または Cisco UCS Centralで定義す
るかを決定します。

2.1(2)グローバル障害ポリ

シー

認証およびネイティブドメイン、LDAP、RADIUS、
TACACS+、トラストポイント、ロケールおよびユー
ザロールを、CiscoUCSManagerのローカルで定義する
か、または Cisco UCS Centralで定義するかを決定しま
す。

2.1(2)ユーザ管理

DNSサーバを Cisco UCS Managerのローカルで定義す
るか、または Cisco UCS Centralで定義するかを決定し
ます。

2.1(2)DNS管理

Full StateバックアップポリシーおよびAll Configuration
エクスポートポリシーを、Cisco UCS Managerのロー
カルで定義するか、または Cisco UCS Centralで定義す
るかを決定します。

2.1(2)バックアップとエクス

ポートのポリシー

Call Home、Syslog、およびTFTPCore Exporter設定を、
Cisco UCS Managerのローカルで定義するか、または
Cisco UCS Centralで定義するかを決定します。

2.1(2)監視

SELポリシーを、Cisco UCSManagerのローカルで定義
するか、または Cisco UCS Centralで定義するかを決定
します。

2.1(2)SELポリシー
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説明サポートされて

いる中で最も古

いリリース

名前

電力割り当てポリシーを、CiscoUCSManagerのローカ
ルで定義するか、または Cisco UCS Centralで定義する
かを決定します。

2.1(2)電源割り当てポリシー

電源ポリシーを、CiscoUCSManagerのローカルで定義
するか、または Cisco UCS Centralで定義するかを決定
します。

2.1(2)電源ポリシー

機器ポリシーを、CiscoUCSManagerのローカルで定義
するか、または Cisco UCS Centralで定義するかを決定
します。

2.2(7)機器ポリシー

ポート設定を、CiscoUCSManagerのローカルで定義す
るか、または Cisco UCS Centralで定義するかを決定し
ます。

2.2(7)ポートの設定

QoS設定を、CiscoUCSManagerのローカルで定義する
か、または Cisco UCS Centralで定義するかを決定しま
す。

2.2(7)Quality of Service
（QoS）設定

インフラストラクチャおよびカタログファームウェアポリシーは、デフォルトでロー

カルに設定されます。それ以外のポリシーはすべてグローバルに設定されます。

（注）

ステップ 5 [Register]をクリックします。

ドメイン登録管理

[ドメイン管理（Domain Management）]ページでは、ドメイン登録や喪失ドメインを確認できま
す。

ドメイン登録

[ドメイン登録（Domain Registrations）]タブには、CiscoUCSCentralへの登録を試みたことがある
Cisco UCSドメインがすべて表示されます。

このタブでは、次のことを実行できます。

•表示されている Cisco UCSドメインをフィルタリングする。

•登録に失敗した Cisco UCSドメインを削除する。
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•登録プロセスを再試行する。

• Cisco UCSドメインの設定ステータスを表示する。

•正常に登録されたドメインの登録を解除する。

Cisco UCSドメインの登録解除を試みる前に Cisco TACに連絡することを推奨
します。

重要

喪失ドメイン

[喪失ドメイン（Lost Domains）]タブには、接続を失ったCisco UCSドメインがすべて表示されま
す。これらのドメインは、[Registered]として表示される場合と表示されない場合があります。こ
れらのドメインは削除できます。

Cisco UCS Centralでの Cisco UCSドメインの登録解除

本稼働システムに登録された Cisco UCSドメインの登録を解除する場合は、シスコテクニカ
ルサポートにお問い合わせください。

注意

Cisco UCS Centralから Cisco UCSドメインの登録を解除した場合：

• Cisco UCS Centralから Cisco UCSドメインのサービスプロファイル、ポリシー、およびその
他の設定を管理することができなくなります。

•すべてのグローバルサービスプロファイルとポリシーがローカルになり、ローカルエンティ
ティとして機能し続けます。ドメインを再登録しても、サービスプロファイルおよびポリ

シーはローカルのままです。

サービスプロファイルとポリシーをすべて削除するように選択することもで

きます。

（注）

   Cisco UCS Central クイックスタートガイド、リリース 1.5
26

Cisco UCS Manager の使用
Cisco UCS Centralでの Cisco UCSドメインの登録解除



手順

ステップ 1 システムツールアイコンをクリックし、[ドメイン管理（Domain Management）]を選択します。

ステップ 2 [Domain Management]ページで、[Domain Registration]タブをクリックし、登録解除するドメイン
を選択します。

ステップ 3 [ドメインの登録解除（Unregister Domain）]アイコンをクリックします。

ステップ 4 [ドメインの登録解除（Unregister Domain）]クリックして続行します。

ステップ 5 使用するクリーンアップモードを選択します。

• [Deep Remove Global]：グローバル設定から継承したすべてのポリシーを削除します。

• [Localize Global]：すべてのグローバルポリシーをローカルポリシーに変換します。

ステップ 6 [ドメインの登録解除（Unregister Domain）]クリックします。

ドメイン登録設定ステータスの表示

手順

ステップ 1 システムツールアイコンをクリックして、[ドメイン管理]を選択します。

ステップ 2 表示するドメインを見つけるには、[設定ステータス]をクリックします。
[ドメイン登録設定ステータス]ページに、登録のステータスが表示されます。

ステップ 3 [閉じる]をクリックして、ウィンドウを閉じます。

Cisco UCS Central と Cisco UCS ドメインでのポリシー
Cisco UCS Centralでグローバルポリシーを作成して管理し、それらを 1つ以上の Cisco UCSドメ
イン用のサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに含めることができ

ます。グローバルポリシーを含むサービスプロファイルとサービスプロファイルテンプレート

は次のいずれかの形式にすることができます。

• 1つの Cisco UCSドメインで Cisco UCS Managerにより作成および管理されるローカルサー
ビスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレート。ローカルサービスプロファ

イルは、そのドメイン内のサーバにだけ関連付けることができます。ローカルサービスプ

ロファイルにグローバルポリシーを追加すると、Cisco UCS Managerでは、そのポリシーの
ローカル読み取り専用コピーが作成されます。
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• CiscoUCSCentralにより作成および管理されるグローバルサービスプロファイルまたはサー
ビスプロファイルテンプレート。1つ以上の登録済み Cisco UCSドメイン内のサーバにグ
ローバルサービスプロファイルを関連付けることができます。

Cisco UCS Centralではグローバルポリシーだけを変更できます。これらの変更は、そのグローバ
ルポリシーを含むすべてのサービスプロファイルとサービスプロファイルテンプレートに影響

します。Cisco UCS Managerではすべてのグローバルポリシーは読み取り専用です。

IPv6アドレスを使用して、ドメイングループ内のすべての動作ポリシーを設定できます。これら
のポリシーは、Cisco UCS Central GUIの [Operations Management]タブにあります。

この機能は、Cisco UCS Centralからこれらのポリシーをインポートするときに Cisco UCSManager
が IPv6アドレスを使用できるようにします。

Cisco UCS ManagerとCisco UCS Central間のポリシー解決
Cisco UCS Centralに登録する各 Cisco UCSドメインに対して、特定のポリシーや設定を管理する
アプリケーションを選択できます。このポリシー解決は、同じ Cisco UCS Centralに登録するすべ
ての Cisco UCSドメインで同じである必要はありません。

これらのポリシーおよび設定を解決するには、次のオプションを使用します。

• [Local]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Managerによって決定および管理されます。

• [Global]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Centralによって決定および管理されます。

次の表に示すポリシーと設定は、Cisco UCSManagerまたはCisco UCSCentralのどちらで管理する
かを選択できます。

Cisco UCS Centralのポリシー解決オプションは、すべてのバージョンの Cisco UCS Managerで
サポートされていません。お使いの Cisco UCS Managerバージョンが、サポートされている中
で最も古いリリースよりも古い場合は、ポリシー解決画面に、値がグローバルとして表示され

ることがあります（適用できない場合でも）。

（注）

説明サポートされて

いる中で最も古

いリリース

名前

機能カタログとインフラストラクチャファームウェア

ポリシーを、CiscoUCSManagerのローカルで定義する
か、または Cisco UCS Centralから取得するかを決定し
ます。

2.1(2)インフラストラクチャ

&カタログファーム
ウェア

タイムゾーンと NTPサーバの設定を、Cisco UCS
Managerのローカルで定義するか、または Cisco UCS
Centralから取得するかを決定します。

2.1(2)タイムゾーン管理
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説明サポートされて

いる中で最も古

いリリース

名前

HTTP、CIM XML、Telnet、SNMP、Webセッション制
限、および管理インターフェイスモニタリングポリ

シーの設定を、CiscoUCSManagerのローカルで定義す
るか、または Cisco UCS Centralで定義するかを決定し
ます。

2.1(2)通信サービス

グローバル障害ポリシーを、CiscoUCSManagerのロー
カルで定義するか、または Cisco UCS Centralで定義す
るかを決定します。

2.1(2)グローバル障害ポリ

シー

認証およびネイティブドメイン、LDAP、RADIUS、
TACACS+、トラストポイント、ロケールおよびユー
ザロールを、CiscoUCSManagerのローカルで定義する
か、または Cisco UCS Centralで定義するかを決定しま
す。

2.1(2)ユーザ管理

DNSサーバを Cisco UCS Managerのローカルで定義す
るか、または Cisco UCS Centralで定義するかを決定し
ます。

2.1(2)DNS管理

Full StateバックアップポリシーおよびAll Configuration
エクスポートポリシーを、Cisco UCS Managerのロー
カルで定義するか、または Cisco UCS Centralで定義す
るかを決定します。

2.1(2)バックアップとエクス

ポートのポリシー

Call Home、Syslog、およびTFTPCore Exporter設定を、
Cisco UCS Managerのローカルで定義するか、または
Cisco UCS Centralで定義するかを決定します。

2.1(2)監視

SELポリシーを、Cisco UCSManagerのローカルで定義
するか、または Cisco UCS Centralで定義するかを決定
します。

2.1(2)SELポリシー

電力割り当てポリシーを、CiscoUCSManagerのローカ
ルで定義するか、または Cisco UCS Centralで定義する
かを決定します。

2.1(2)電源割り当てポリシー

電源ポリシーを、CiscoUCSManagerのローカルで定義
するか、または Cisco UCS Centralで定義するかを決定
します。

2.1(2)電源ポリシー
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説明サポートされて

いる中で最も古

いリリース

名前

機器ポリシーを、CiscoUCSManagerのローカルで定義
するか、または Cisco UCS Centralで定義するかを決定
します。

2.2(7)機器ポリシー

ポート設定を、CiscoUCSManagerのローカルで定義す
るか、または Cisco UCS Centralで定義するかを決定し
ます。

2.2(7)ポートの設定

QoS設定を、CiscoUCSManagerのローカルで定義する
か、または Cisco UCS Centralで定義するかを決定しま
す。

2.2(7)Quality of Service
（QoS）設定

ポリシー解決の変更結果

Cisco UCSドメインを登録するときに、ローカルまたはグローバルの解決のポリシーを設定しま
す。Cisco UCSドメインの登録時、または登録や設定の変更時の動作は、ドメイングループ割り
当ての有無などのさまざまな要因に応じて異なります。

次の表では、予期されるポリシー解決動作についてポリシータイプ別に説明します。

登録変更時のCisco UCS Manager
での動作

Cisco UCS Central登録時のCisco
UCS Managerでの動作

Policy Sourceポリシーおよび

設定

Cisco UCS
Centralからの登
録解除

ドメイング

ループからの割

り当て解除

ドメイング

ループ割り当て

済み

ドメイング

ループ未割り当

て

Cisco UCS
Manager

Cisco UCS
Central

ローカルポリ

シーに変換

最後に確認され

たポリシー状態

の維持

ローカル/リ
モート

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

なし

Cisco UCS
Managerのみ

Call Home

ローカルポリ

シーに変換

最後に確認され

たポリシー状態

の維持

ローカル/リ
モート

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

なし

Cisco UCS
Managerのみ

SNMPの設定

ローカルポリ

シーに変換

最後に確認され

たポリシー状態

の維持

ローカル/リ
モート

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

なし

Cisco UCS
Managerのみ

HTTP
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登録変更時のCisco UCS Manager
での動作

Cisco UCS Central登録時のCisco
UCS Managerでの動作

Policy Sourceポリシーおよび

設定

Cisco UCS
Centralからの登
録解除

ドメイング

ループからの割

り当て解除

ドメイング

ループ割り当て

済み

ドメイング

ループ未割り当

て

Cisco UCS
Manager

Cisco UCS
Central

ローカルポリ

シーに変換

最後に確認され

たポリシー状態

の維持

ローカル/リ
モート

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

なし

Cisco UCS
Managerのみ

Telnet

ローカルポリ

シーに変換

最後に確認され

たポリシー状態

の維持

ローカル/リ
モート

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

なし

Cisco UCS
Managerのみ

CIM XML

ローカルポリ

シーに変換

最後に確認され

たポリシー状態

の維持

ローカル/リ
モート

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

なし

Cisco UCS
Managerのみ

管理インター

フェイスモニ

タリングポリ

シー

ローカルポリ

シーに変換

最後に確認され

たポリシー状態

の維持

ローカル/リ
モート

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

なし

Cisco UCS
Managerのみ

電源割り当てポ

リシー

ローカルポリ

シーに変換

最後に確認され

たポリシー状態

の維持

ローカル/リ
モート

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

なし

Cisco UCS
Managerのみ

電源ポリシー

（PSUポリシー
とも呼ばれま

す）

ローカルポリ

シーに変換

最後に確認され

たポリシー状態

の維持

ローカル/リ
モート

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

なし

Cisco UCS
Managerのみ

SELポリシー

ローカルポリ

シーに変換

最後に確認され

たポリシー状態

の維持

ローカル/リ
モート

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

なし

Cisco UCS
Managerのみ

認証ドメイン

ローカルポリ

シーに変換

最後に確認され

たポリシー状態

の維持

ローカル/リ
モート

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

ドメイング

ループルート

LDAP

ローカルポリ

シーに変換

最後に確認され

たポリシー状態

の維持

ローカル/リ
モート

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

なし

Cisco UCS
Managerのみ

LDAPプロバイ
ダーグループ

およびグループ

マップ
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登録変更時のCisco UCS Manager
での動作

Cisco UCS Central登録時のCisco
UCS Managerでの動作

Policy Sourceポリシーおよび

設定

Cisco UCS
Centralからの登
録解除

ドメイング

ループからの割

り当て解除

ドメイング

ループ割り当て

済み

ドメイング

ループ未割り当

て

Cisco UCS
Manager

Cisco UCS
Central

ローカルポリ

シーに変換

最後に確認され

たポリシー状態

の維持

ローカル/リ
モート

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

なし

Cisco UCS
Managerのみ

TACACS（プロ
バイダーグ

ループを含む）

ローカルポリ

シーに変換

最後に確認され

たポリシー状態

の維持

ローカル/リ
モート

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

なし

Cisco UCS
Managerのみ

RADIUS（プロ
バイダーグ

ループを含む）

ローカルポリ

シーに変換

最後に確認され

たポリシー状態

の維持

ローカル/リ
モート

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

ドメイング

ループルート

SSH（読み取り
専用）

ローカルポリ

シーに変換

最後に確認され

たポリシー状態

の維持

ローカル/リ
モート

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

ドメイング

ループルート

DNS

ローカルポリ

シーに変換

最後に確認され

たポリシー状態

の維持

ローカル/リ
モート

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

ドメイング

ループルート

タイムゾーン

ローカルポリ

シーに変換

最後に確認され

たポリシー状態

の維持

ローカル/リ
モート

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

ドメイング

ループルート

Webセッショ
ン

ローカルポリ

シーに変換

最後に確認され

たポリシー状態

の維持

ローカル/リ
モート

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

ドメイング

ループルート

障害

ローカルポリ

シーに変換

最後に確認され

たポリシー状態

の維持

ローカル/リ
モート

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

ドメイング

ループルート

コアエクス

ポート

ローカルポリ

シーに変換

最後に確認され

たポリシー状態

の維持

ローカル/リ
モート

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

ドメイング

ループルート

Syslog
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登録変更時のCisco UCS Manager
での動作

Cisco UCS Central登録時のCisco
UCS Managerでの動作

Policy Sourceポリシーおよび

設定

Cisco UCS
Centralからの登
録解除

ドメイング

ループからの割

り当て解除

ドメイング

ループ割り当て

済み

ドメイング

ループ未割り当

て

Cisco UCS
Manager

Cisco UCS
Central

ローカルポリ

シーに変換

最後に確認され

たポリシー状態

の維持

ローカル/リ
モート

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

ドメイング

ループルート

グローバル

バックアップ/
エクスポート

ポリシー

ローカルポリ

シーに変換

最後に確認され

たポリシー状態

の維持

ローカル/リ
モート

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

ドメイング

ループルート

デフォルト認証

ローカルポリ

シーに変換

最後に確認され

たポリシー状態

の維持

ローカルまたは

リモートのいず

れか

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

ドメイング

ループルート

コンソール認証

ローカルポリ

シーに変換

リモートポリ

シーの削除

ローカル/結合
（ローカルをリ

モートに置き換

え）

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

ドメイング

ループルート

ロール

ローカルポリ

シーに変換

リモートポリ

シーの削除

ローカル/結合
（ローカルをリ

モートに置き換

え）

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

ドメイング

ループルート

ロケール：組織

ロケール

ローカルポリ

シーに変換

リモートポリ

シーの削除

ローカル/結合
（ローカルをリ

モートに置き換

え）

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

ドメイング

ループルート

トラストポイ

ント

なしなしなしなしなしドメイング

ループルート

ファームウェア

ダウンロード

ポリシー

なしなしなしなしなしドメイング

ループルート

IDソーキング
ポリシー

なしなしなしなしなしドメイング

ループルート

ロケール -ドメ
イングループ

ロケール
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登録変更時のCisco UCS Manager
での動作

Cisco UCS Central登録時のCisco
UCS Managerでの動作

Policy Sourceポリシーおよび

設定

Cisco UCS
Centralからの登
録解除

ドメイング

ループからの割

り当て解除

ドメイング

ループ割り当て

済み

ドメイング

ループ未割り当

て

Cisco UCS
Manager

Cisco UCS
Central

ローカルポリ

シーに変換

最後に確認され

たポリシー状態

の維持

ローカル/リ
モート（リモー

トが存在する場

合）

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

なしインフラストラ

クチャファー

ムウェアパッ

ク

ローカルポリ

シーに変換

最後に確認され

たポリシー状態

の維持

ローカル/リ
モート（リモー

トが存在する場

合）

Local割り当てられた

ドメイング

ループ

なしカタログ

ローカルポリ

シーに変換

リモートポリ

シーの削除

参照先：ポリ

シー解決におけ

るサービスプ

ロファイル変更

の結果, （34
ページ）

参照先：ポリ

シー解決におけ

るサービスプ

ロファイル変更

の結果, （34
ページ）

割り当てられた

ドメイング

ループ

なしメンテナンス

ポリシー

スケジュール

ホストファー

ムウェアパッ

ク

ローカルポリ

シーに変換

リモートポリ

シーの削除

参照先：ポリ

シー解決におけ

るサービスプ

ロファイル変更

の結果, （34
ページ）

参照先：ポリ

シー解決におけ

るサービスプ

ロファイル変更

の結果, （34
ページ）

割り当てられた

ドメイング

ループ

なしメンテナンス

ポリシー

スケジュール

ホストファー

ムウェアパッ

ク

ローカルポリ

シーに変換

リモートポリ

シーの削除

参照先：ポリ

シー解決におけ

るサービスプ

ロファイル変更

の結果, （34
ページ）

参照先：ポリ

シー解決におけ

るサービスプ

ロファイル変更

の結果, （34
ページ）

割り当てられた

ドメイング

ループ

なしメンテナンス

ポリシー

スケジュール

ホストファー

ムウェアパッ

ク

ポリシー解決におけるサービスプロファイル変更の結果

一部のポリシーでは、そのポリシーが含まれている 1つ以上のサービスプロファイルが更新され
たかどうかもポリシー解決の動作に影響します。
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次の表では、このようなポリシーに対して予期されるポリシー解決動作について説明します。

Cisco UCS Centralへの登
録後に割り当てられる

ドメイングループ

Cisco UCS Central登録時のCisco UCS Managerで
の動作

ポリシー

ドメイングループ未割り当て/ドメイングルー
プ割り当て済み

サービスプロファイル

変更済み

サービスプロファイル

未変更

ローカル/リモート（登
録後に「デフォルト」

に解決される場合）。

ローカル。ただしドメ

イングループの割り当

て時にすべての「デ

フォルト」ポリシーが

更新されます。

Localメンテナンスポリシー

ローカル

サービスプ

ロファイルで

グローバル

メンテナンス

ポリシーを使

用する場合に

は、保留中の

すべてのアク

ティビティ

は、Cisco
UCS Central
の [保留中の
アクティビ

ティ]ページ
で承認される

必要がありま

す。

（注）

ローカル/リモート（登
録後に「デフォルト」

に解決される場合）。

ローカル。ただしドメ

イングループの割り当

て時にすべての「デ

フォルト」ポリシーが

更新されます。

Localスケジュール

ローカル/リモート（登
録後に「デフォルト」

に解決される場合）。

ローカル。ただしドメ

イングループの割り当

て時にすべての「デ

フォルト」ポリシーが

更新されます。

Localホストファームウェア

パッケージ
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ドメインおよびドメイングループ
Cisco UCS Managerインスタンスを Cisco UCS Centralに登録すると、そのインスタンスは Cisco
UCS Centralでグループ化されていないドメインになります。Cisco UCS Centralでグローバルポリ
シーを使用してこのドメインの管理を開始するには、このドメインをドメイングループに割り当

てる必要があります。

Cisco UCS Centralは、複数のCisco UCSドメインを管理するためのCisco UCSドメイングループの
階層を作成します。

•ドメイングループ：複数のCiscoUCSドメインを含むグループ。管理を容易にするため、1つ
のドメイングループの下に同様のCisco UCSドメインをグループ化できます。

•グループ化されていないドメイン：新しいCiscoUCSドメインがCiscoUCSCentralに登録され
ると、グループ化されていないドメインに追加されます。グループ化されていないドメイン

を任意のドメイングループに割り当てることができます。

ドメイングループポリシーを作成しており、新しい登録済みCisco UCSドメインがポリシーで定
義された条件を満たしている場合、そのドメインはポリシーで指定されたドメイングループの下

に自動的に配置されます。そうでない場合、あるドメイングループにそのドメイングループが割

り当てられるまで、そのドメインはグループ化されていないドメインカテゴリに配置されます。

各 Cisco UCSドメインは 1つのドメイングループのみに割り当てることができます。Cisco UCS
ドメインのメンバーシップは、任意の時点で割り当てまたは再割り当てすることができます。Cisco
UCSドメインをドメイングループに割り当てると、Cisco UCSドメインは、ドメイングループに
対して指定されたすべての管理ポリシーを自動的に継承します。

Cisco UCSドメインをドメイングループに追加する前に、Cisco UCSドメイン内でポリシー解決の
制御をローカルに変更してください。これにより、その Cisco UCSドメインに固有のサービスプ
ロファイルおよびメンテナンスポリシーは誤って上書きされなくなります。Cisco UCSドメイン
の自動検出を有効にしている場合でも、ローカルポリシー解決を有効にすると、Cisco UCSドメ
インに関するポリシーが誤って上書きされることを防げます。

ドメイングループの作成または編集

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。アクションバーで、「ドメイングループの作成」
と入力して、Enterキーを押します。

ステップ 2 [ドメイングループ]ダイアログボックスで、[基本]をクリックし、ドメイングループを作成する[ド
メイングループの場所]を選択します。

ステップ 3 [名前（Name）]とオプションの [説明（Description）]を入力します。
この名前では大文字と小文字が区別されます。

ステップ 4 [資格]で、Cisco UCS Managerドメインを識別するために使用する[資格ポリシー]を選択します。
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資格ポリシーを満たすすべてのドメインが自動的にドメイングループに追加されます。

ステップ 5 [ドメイン]で、ドメイングループに追加するCisco UCS Managerドメインを選択します。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

ドメイングループへのドメインの追加

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。で、「Assign Domain to Domain Group」と入力しま
す。

ステップ 2 [ドメイングループにドメインを追加（Domain to Domain Group）]ダイアログボックスの [ドメイ
ン（Domain）]ドロップダウンで、ドメイングループに追加する Cisco UCS Managerドメインを
選択します。

また、ドメインを選択して [操作（Operations）]アイコンをクリックし、[ドメイング
ループにドメインを割り当て（AssignDomain toDomainGroup）]を選択することもでき
ます。この場合、Cisco UCSManagerドメインが [ドメイン（Domain）]ドロップダウン
にあらかじめ設定されています。

（注）

ステップ 3 [ドメイングループの場所（Domain Group Location）]ドロップダウンで、ドメインを追加するド
メイングループを選択します。

ステップ 4 [指定する（Assign）]をクリックします。

ドメイングループ SNMP の管理

手順

ステップ 1 ドメイングループナビゲーションアイコンをクリックして、ドメイングループを選択します。

ステップ 2 [設定]アイコンをクリックし、SNMPを選択します。

ステップ 3 [基本]で、[イネーブル]をクリックしてから、[コミュニティ/ユーザ名]を入力します。
CiscoUCSには、トラップをSNMPホストに送信するときのSNMPv1またはv2cコミュニティ名ある
いはSNMP v3ユーザ名が付属しています。これは [SNMP Traps]に設定されたコミュニティまたは
ユーザ名と同じにする必要があります。

ステップ 4 オプションの [System Contact]と [System Location]を入力します。

ステップ 5 [SNMP Traps]で、[Add]をクリックして、次の手順を実行します。
a) [Basic]セクションと同じ値を [Community/User Name]に入力します。
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b) [Port]を入力して、SNMPの [Version]、[Type]、および [V3 Privilege]の値を選択します。

ステップ 6 [SNMP Users]で、[Add]をクリックして、次の手順を実行します。
a) [SNMP User Name]を入力します。
b) [Authentication Type]を選択し、[AES-128 Encryption]を有効にするかどうかを選択します。
c) パスワードとプライバシーパスワードの値を入力して、確認します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

ドメイングループ資格ポリシー
ドメイングループ資格ポリシーを使用すれば、新しいCisco UCSドメインを自動的にドメイング
ループに配置することができます。管理要件に応じて、さまざまなCiscoUCSドメインの所有者、
サイト、およびIPアドレスに基づいて資格条件を作成できます。新しいCiscoUCSドメインが登録
されると、CiscoUCSCentralが、ドメイングループ資格ポリシーで事前に定義された資格条件に基
づいてドメインを分析し、そのドメインを管理用の特定のドメインに配置します。

ドメイングループ資格ポリシーの作成または編集

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。アクションバーで、「ドメイングループ資格ポリ
シーの作成」と入力して、Enterキーを押します。

ステップ 2 [ドメイングループ資格ポリシー]ダイアログボックスで、[基本]をクリックし、ドメイングループ
資格ポリシーを作成する[組織]を選択します。

ステップ 3 [名前（Name）]とオプションの [説明（Description）]を入力します。
ポリシー名は大文字と小文字が区別されます。

ステップ 4 [Owner]で、所有者名と正規表現を入力します。

ステップ 5 [Site]で、サイト名と正規表現を入力します。

ステップ 6 [IP Address]で、IPアドレスの範囲を追加します。

ステップ 7 [作成（Create）]をクリックします。

組織
[組織]ページを使用すれば、登録されたCiscoUCSドメイン内に存在する組織で作成された論理エ
ンティティを表示できます。
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次のアイコンのいずれかをクリックすると、特定のページが表示されます。

• [Service Profiles]：組織内のすべてのサービスプロファイルが表示されます。

• [Service Profile Templates]：組織内のすべてのサービスプロファイルテンプレートが表示さ
れます。

• [Pools]：組織内のすべてのプールが表示されます。

• [Policies]：組織内のすべてのポリシーが表示されます。

• [許可されたVLAN ]:組織で許可されているVLANが表示されます。

組織の説明の更新

組織を作成したら、その説明を更新できます。

手順

ステップ 1 [Organization]ページで、[Edit]アイコンをクリックします。

ステップ 2 [組織の編集]ダイアログボックスで、組織の[説明]を入力します。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。
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第 5 章

タグ

• タグとタグタイプ, 41 ページ

タグとタグタイプ
Cisco UCS Centralでは、ユーザはタグを使用して、組織外のオブジェクトまたはドメイングルー
プ構造をグループ化できます。次のタイプのタグを使用できます。

•システム定義タグ：Cisco UCS Centralによって定義されたタグ。このタイプには、メンテナ
ンスグループタグ、HCR用のオペレーティングシステムタグ、HCR用のアダプタドライ
バタグが含まれます。

•ユーザ定義タグ:ユーザが作成し、特定の値を持つタグ。

•基本タグ:任意の値を指定できるフリーテキストタグ。

GUIの [Tag Management]ページを使用すると、Cisco UCS Centralで作成されたすべてのタグとタ
グタイプを確認できます。

タグタイプの作成

タグ権限を持つユーザのみがタグタイプを作成できます。
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手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。で、「Create Tag Type」と入力して、Enterキーを
押します。

ステップ 2 [基本（Basic）]タブで、[名前（Name）]と [説明（Description）]（任意）を入力します。

ステップ 3 タグに割り当てる色を選択するか、デフォルトの色を受け入れます。

ステップ 4 このタグを同じオブジェクトに複数回割り当てられるようにするかどうかを選択します。

ステップ 5 次のいずれかを選択します。

• [フリーテキスト（Free Text）]：タグを割り当てるときに任意のテキストを入力できるよう
にします。

• [事前定義されたリスト（Predefined List）]：値のリストを作成したり、値のリストに値を追
加したりできます。タグを割り当てるときには、リストからいずれかの値を選択します。

[値（Values）]タブをクリックして、特定の値を追加します。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

タグの追加

ポリシー、サービスプロファイルや IDプールなどの論理リソース、およびドメインやサーバな
どの物理インベントリのコンポーネントにタグを追加できます。

手順

ステップ 1 タグを付ける項目に移動します。

ステップ 2 [タグ]アイコンをクリックします。

ステップ 3 [タグの追加]ドロップダウンで、使用するタグタイプを選択します。
ユーザ定義のタグタイプはすべて表示されますが、システム定義タグタイプは特定のオ

ブジェクトに適用できるもののみがリストされます。たとえば、メンテナンスグルー

プのタグタイプは VLANに適用できないため、表示されません。

（注）

ステップ 4 タグの値を入力するか、またはドロップダウンリストからタグ値を選択します。

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックします。
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第 6 章

ライセンス管理

• 概要, 43 ページ

概要
シスコのスマートライセンスを使用すると、シンプルかつ柔軟、そしてスマートな方法でライセ

ンスを取得し、お使いの環境に導入して管理できます。スマートライセンスの詳細については、

次のページを参照してください。 http://www.cisco.com/web/ordering/smart-software-licensing/index.html

スマートライセンスと従来のライセンスをシステムで同時に使用できます。ただし、アクティブ

にできるライセンスのタイプは 1つだけです。以下の表では、従来のライセンスとスマートライ
センスの違いについて説明します。

スマートライセンス従来のライセンス

動的ライセンス。ライセンスは製品に関連付け

られ、仮想アカウント内で移動できます。

ライセンスは登録済みのドメインに関連付け

られます。

ライセンスのインストールは必要ありません。

デバイスによって HTTPS Call Homeセッション
が開始され、使用するように設定されているラ

イセンスが要求されます。

ライセンスを取得し、CiscoUCSCentralの各デ
バイスに手動でダウンロードしてインストー

ルする必要があります。

ライセンスプールはアカウント固有です。会社

内のどのデバイスでも、それらを使用できます。

ライセンスは特定のドメインに関連付けられ

ます。

ライセンスは、ソフトウェアをインストールせ

ずに製品インスタンス間で移動できます。使用

していないライセンスをある仮想アカウントか

ら別の仮想アカウントに移動できます。

ライセンスをあるデバイスから別のデバイス

に簡単に移動することはできません。
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スマートライセンス

スマートライセンスはサーバベースのライセンスです。ドメインではなくサーバに対するライセ

ンスを購入、導入、追跡します。個々の製品をライセンスファイルやPAKで登録する代わりに、
スマートライセンスでは、企業のポートフォリオ全体で使用できるライセンスプールを作成する

オプションが提供されます。

スマートライセンスは、仮想アカウント、製品インスタンスおよび登録トークンを使用して、ユー

ザの環境でライセンスを調達、導入、および管理します。

仮想アカウント

仮想アカウントは、ライセンスと製品インスタンスの集合体です。Cisco Smart Software Manager
で仮想アカウントを作成して、自社のライセンスを論理的に整理できます。仮想アカウントを使

用することで、事業部門、製品タイプ、ITグループなどの基準によりライセンスを整理できます。
たとえば、会社を地域で分ける場合、地域ごとに仮想ライセンスを作成して、その地域のライセ

ンスおよび製品インスタンスを保持できます。

すべての新しいライセンスと製品インスタンスは、仮想アカウントに配置されます。製品インス

タンスの登録時には仮想アカウントを選択します。仮想アカウント内の既存のライセンスや製品

インスタンスは別の仮想アカウントに転送できます。

Cisco Smart Software Managerで仮想アカウントを作成する方法の詳細については、http://
www.cisco.com/web/ordering/smart-software-manager/docs/smart-software-manager-user-guide.pdfを参照
してください。

製品インスタンス

CiscoUCSCentral製品インスタンスには、固有デバイス識別子（UDI）が含まれ、製品インスタン
ス登録トークンを使用して登録されます。1つの登録トークンで複数の製品インスタンスを登録
できます。各製品インスタンスには、同じ仮想アカウントに置かれている 1つ以上のライセンス
を割り当てることができます。

登録トークン

登録トークンは、スマートアカウントに関連付けられている製品インスタンスの登録トークン

テーブルに保存されます。CiscoUCSCentralでスマートライセンスを有効にした後、スマートソフ
トウエアライセンシングポータルで仮想アカウントに新しいトークンを生成して、CiscoUCSCentral
に登録することができます。

Cisco Smart Software Managerで仮想アカウントを作成する方法の詳細については、http://
www.cisco.com/web/ordering/smart-software-manager/docs/smart-software-manager-user-guide.pdfを参照
してください。

ライセンスの取得

スマートライセンスを使用してライセンスを取得するには、以下を行う必要があります。

• Cisco Smart Software Manager仮想アカウントでトークンを生成します。
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•製品インスタンスのライセンスをCisco UCS Centralに登録します。

次の図は、スマートライセンスプロセスを示しています。

スマートライセンス90評価期間は、製品インスタンスで
ライセンス機能を使い始めると開始されます。これは更

新できません。評価期間が過ぎると、エージェントはプ

ラットフォームに通知を送信します。

登録要求1

承認要求によって、[承認済み]または[コンプライアンス
違反（OOC）]の応答が得られたり、通信障害によってエ
ラーになる場合があります。 承認要求が[承認済み]また
は[コンプライアンス違反（OOC）]の応答を返している限
り、承認期間は30日ごとに更新されます。 承認期間が過
ぎると、エージェントは承認要求を使用して更新を再試

行し続けます。成功すると、新しい承認期間が開始され

ます。ID証明書の更新（承認の更新）が失敗すると、製
品インスタンスが[未確認]状態に移行し、評価期間が使わ
れていきます。

承認の更新2
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スマートライセンスの有効化

はじめる前に

スマートライセンスを有効にする前に、Smart Call Homeが有効になっていることを確認してくだ
さい。Smart Call Homeを有効にするには、次の手順を実行します。

• DNSサーバを指定します。

• Smart Call Homeを設定します。

• Smart Call Homeの URLが正しいことを確認します。これはシステムがスマートライセンス
サーバへの接続に使用する URLです。

スマートライセンスを使用する場合、Smart Call Homeを有効にする必要がありますが、Smart
Call Homeの契約 IDは必要ありません。

（注）

手順

ステップ 1 [システム設定（System Configuration）]アイコンをクリックし、[ライセンス（Licenses）]を選択
します。

ステップ 2 [スマートソフトウェアライセンスの有効化（Smart Software Licensing）]をクリックします。
システムでスマートライセンスが有効になり、従来のライセンスに関する情報がスマートライセ

ンス関連の情報に置き換えられます。

ライセンストークンを使用した UCS Central の登録

はじめる前に

スマートライセンスが有効になっていることを確認します。

手順

ステップ 1 [システム設定（System Configuration）]アイコンをクリックし、[ライセンス（Licenses）]を選択
します。

ステップ 2 [Smart Software Manager]リンクをクリックして Smart Software Managerポータルに移動します。

ステップ 3 Smart Software Managerポータルで次の手順を実行します。
a) Cisco UCS Centralバーチャルアカウントを選択します。
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b) [製品インスタンス登録トークン（Product Instance Registration Tokens）]パネルの [新規トーク
ン（New Token）]をクリックし、[コピー（Copy）]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Centralの [スマートソフトウェアライセンス（Smart Software Licensing）]パネルで、
[スマートソフトウェアライセンスの登録（Register Smart Software Licensing）]をクリックしま
す。

ステップ 5 [スマートライセンスの登録（Register Smart Licensing）]ダイアログボックスで、生成した新規
トークンを [製品インスタンス登録トークン（Product Instance Registration Token）]テキストボッ
クスに貼り付けます。

ステップ 6 [Register]をクリックします。

登録の進捗状況、登録の成功、または登録の失敗に関する通知が届きます。Smart Call Home設定
に問題がある場合は、[失敗（Failed）]メッセージと [Call Home設定（Call Home Configuration）]
へのリンクが表示されます。

認証の更新

ライセンス認証は、システムに十分なライセンスがあるかどうか、または承認外の使用であるか

どうかを示すために使用されます。ネットワークに接続されており Cisco UCS Centralがスマート
ライセンスサーバにアクセスできれば、認証は、スマートライセンスエージェントにより 30日
ごとに自動的に更新されます。

認証は、90日間更新されないと期限切れになります。

手順

ステップ 1 [システム設定]アイコンをクリックして、[ライセンス]を選択します。

ステップ 2 CiscoUCSCentralの [スマートソフトウエアライセンシング]パネルで、[ツール]メニューをクリッ
クします。

ステップ 3 [認証を今すぐ更新]を選択します。

登録の更新

エージェントはスマートソフトウェアライセンシング登録証明書または ID証明書を、6ヵ月ご
とに自動更新します。証明書の有効期間は 1年間です。Cisco UCS Centralがスマートライセンス
サーバと通信できないと、証明書が更新できない場合があります。このようになった場合、証明

書は 1年後に評価の状態に戻ります。
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手順

ステップ 1 [システム設定]アイコンをクリックして、[ライセンス]を選択します。

ステップ 2 CiscoUCSCentralの [スマートソフトウエアライセンシング]パネルで、[ツール]メニューをクリッ
クします。

ステップ 3 [登録を今すぐ更新]を選択します。

スマートソフトウェアライセンスの登録解除

スマートソフトウェアライセンシングから製品インスタンスの登録を解除すると、製品はライセ

ンスとの関連付けがなくなります。その製品は、関連するバーチャルアカウントの登録済み製品

のリストから削除されます。そのライセンスを使用して、別の製品を登録するか、または登録を

解除した製品を再登録することができます。

手順

ステップ 1 [システム設定]アイコンをクリックして、[ライセンス]を選択します。

ステップ 2 CiscoUCSCentralの[スマートソフトウェアライセンシング]パネルで、[ツール]メニューをクリッ
クします。

ステップ 3 [登録解除]を選択して、Cisco UCS Centralを Smart Software Managerから削除します。

スマートソフトウェアライセンシングのディセーブル化

スマートソフトウェアライセンシングを無効にすると、Cisco UCS Centralは従来のライセンシン
グモードに自動的に戻ります。

サポートされるライセンシングモードは、一度に 1つのみです。（注）

手順

ステップ 1 [システム設定]アイコンをクリックして、[ライセンス]を選択します。

ステップ 2 Cisco UCS Centralの [スマートソフトウエアライセンシング]パネルで、[アクション]メニューを
クリックします。

ステップ 3 [スマートソフトウェアライセンシングのディセーブル化]を選択します。
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従来のライセンス

従来の PAKベースのライセンシングでは、スマートライセンシングが提供する製品ベースライ
センスではなく、ドメインベースライセンスが使用されます。ドメインライセンスは、CiscoUCS
Centralの GUIまたは CLIで管理できます。

Cisco UCS Centralについては 120日の猶予期間が設定されており、この期間を利用して無料で評
価できます。猶予期間は、最初の Cisco UCSドメインが登録された日に始まり、システムに保存
されます。システムからドメインの登録を解除しても、猶予期間はリセットされません。たとえ

ば、ドメインを登録し、猶予期間のうちの40日を使用してから登録を解除した場合は、そのドメ
インについて 40日間が記録されます。このCisco UCSドメインを再び登録すると、ドメインの猶
予期間が再開され、40日間がすでに使用されていることが示されます。

猶予期間が終了する前に有効なドメインライセンスを取得してインストールする必要がありま

す。これを行わなかった場合は、ライセンス購入が必要であることを通知するエラーがシステム

で複数生成されます。

従来のライセンスの取得

はじめる前に

権利証明書またはその他の購入証明書から、製品認証キー（PAK）を取得します。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[システム設定（System Configuration）]アイコンをクリックして、[ライセンス
（Licenses）]を選択します。
これにより、[ライセンス（License）]情報ページが開きます。

ステップ 2 [UCSセントラルGUID（UCS Central GUID）]リンクをクリックして、GUIDをクリップボードに
コピーします。

GUIDは、ライセンスを取得する Cisco UCS Centralインスタンスに固有です。

ステップ 3 [Cisco SWIFT]をクリックして製品ライセンス登録ポータルを開きます。
このページのビデオでは、ソフトウェアライセンスの機能と操作に関する情報が提供されます。
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ステップ 4 ログインし、[製品ライセンス登録に進む（Continue to Product License Registration）]をクリックし
ます。

ステップ 5 [製品ライセンス登録（Product License Registration）]ページで、[新規ライセンスの取得（Get New
Licenses）]フィールドに「PAK」と入力し、[履行（Fulfill）]をクリックします。

ステップ 6 [Assign SKUs to Devices]ページで、入力した PAKの横にある [Quantity Available]チェックボック
スをオンにします。

ステップ 7 GUIDを [GUID]フィールドに入力し、[Assign]をクリックします。

ステップ 8 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [確認（Review）]ページで、電子メールアドレスを入力し、ユーザ IDを選択して、[ライセンス
契約（License Agreement）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 10 [Get License]をクリックします。
シスコからライセンス zipファイルが電子メールで送られてきます。ライセンスファイルは、指
定された Cisco UCSドメインでの使用だけを許可するようにデジタル署名されています。

ライセンスファイルを入手したら、ライセンスコードを改ざんしないでください。一部

でも手動で編集すると、改ざん防止機能が停止して、ライセンスが無効になります。

注意

次の作業

ライセンスファイルを解凍して、インストールします。

ローカルファイルシステムからのライセンスのダウンロード

はじめる前に

ローカルファイルシステムからCiscoUCSCentralにライセンスをダウンロードするには、次の作
業を行っており、次の権限があることを確認します。

•ローカルの場所に保存されているシスコ製品のライセンス。

•このタスクを実行するための Cisco UCS Centralの管理権限。

手順

ステップ 1 [システム設定]アイコンをクリックして、[ライセンス]を選択します。
これにより、[ライセンス]情報ページが開きます。

ステップ 2 [ライセンスのインストール]をクリックします。

ステップ 3 [ローカル]をクリックします。

ステップ 4 [Filename]ダイアログボックスで、ライセンスのフルパスと名前を入力します。
ライセンスが含まれているフォルダの正確なパスがわからない場合は、[Choose File]をクリック
してファイルの場所にナビゲートし、ファイルを選択します。

ステップ 5 [Install]をクリックします。
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Cisco UCS Centralがライセンスをダウンロードします。

リモートファイルシステムからのライセンスのダウンロード

はじめる前に

リモートの場所から Cisco UCS Centralにライセンスをダウンロードするには、次の作業が済んで
おり、次の情報と権限があることを確認します。

•リモートの場所に保存されているシスコ製品のライセンス。

•必要であれば、FTP、SCP、SFTPサーバへのアクセスに求められるユーザ名とパスワード。

•このタスクを実行するための Cisco UCS Centralの管理権限。

手順

ステップ 1 [システム構成]アイコンをクリックし、[ライセンス]を選択します。
これにより、[ライセンス]情報ページが開きます。

ステップ 2 [Install License]をクリックします。

ステップ 3 [ライセンスのダウンロード]ダイアログボックスで、[リモート]をクリックします。

ステップ 4 リモートサーバとの通信に使用するプロトコルを選択します。

• FTP

• TFTP

• SCP

• SFTP

ステップ 5 必要に応じて、[Path]フィールドにリモートサーバのライセンスファイルの絶対パスを入力しま
す。

SCPを使用する場合、絶対パスは常に必要です。他のプロトコルを使用する場合は、ファイルが
デフォルトのダウンロードフォルダにあれば、リモートパスを指定する必要はありません。ファ

イルサーバの設定方法の詳細については、システム管理者に問い合わせてください。

ステップ 6 [User Name]フィールドに、リモートサーバにログインするためのユーザ名を入力します。
[TFTP]を選択した場合は、このフィールドは適用されません。

ステップ 7 [Password]フィールドに、リモートサーバのユーザ名用のパスワードを入力します。
[TFTP]を選択した場合は、このフィールドは適用されません。

ステップ 8 [Install]をクリックします。
Cisco UCS Centralがライセンスをダウンロードします。
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ライセンスのインストール

ライセンスが Cisco UCS Centralにダウンロードされていることを確認します。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[システム設定]アイコンをクリックして、[ライセンス]を選択します。

ステップ 2 [インストール]アイコンをクリックします。
[ライセンスインストール]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 3 [ライセンスインストール]ダイアログボックスで、ファイルの場所として [ローカル]または [リ
モート]のいずれかを選択し、必要な情報を入力してライセンスファイルを選択します。

ステップ 4 [Install]をクリックします。
[Overall License Status]列に、インストールのステータスが表示されます。インストールを開始す
ると、この列のステータスが [Install-pending]になります。ライセンスのインストール後には、ス
テータスが [Installed]に変更されます。

従来のライセンスの削除

登録済みUCSドメインに関連付けられていない従来のライセンスをCisco UCSCentralから削除で
きます。UCSドメインに関連付けられているライセンスを削除する場合は、ライセンスを削除す
る前に、ドメインを登録解除してください。ライセンスを削除すると、使用可能なライセンス数

がシステムによって自動的に調整されます。

ライセンスを Cisco UCS Centralから削除すると、システムからライセンスファイルだけが削
除されます。システムからライセンスを削除した後で、同じライセンスをダウンロードしよう

とすると、ライセンスダウンロードエラーが発生することがあります。このため、ライセン

スを削除する場合は、そのライセンスに関連するダウンロードタスクも削除する必要があり

ます。

重要

手順

ステップ 1 [システム設定]アイコンをクリックして、[ライセンス]を選択します。
これにより、[ライセンス]情報ページが開きます。
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ステップ 2 アンインストールするライセンスを選択します。

ステップ 3 [削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 4 確認ダイアログボックスで [はい]をクリックします。
ライセンスファイルが Cisco UCS Centralから削除されます。
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